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Abstract

Sea cucumbers (Holothuroidea) play important roles in benthic ecosystems, yet their species diversity and 

distribution remain insufficiently documented in many coastal regions of Japan. The Noto Peninsula, projecting 

into the Sea of Japan, harbors diverse coastal environments, but records of holothurians are still limited. In this 

study, we report new locality records of two apodid sea cucumbers, Scoliodota japonica (Chiridotidae) and 

Oestergrenia dubia (Synaptidae), based on specimens collected from shallow to deeper soft-bottom habitats along 



のと海洋ふれあいセンター研究報告 第 31 号 (2026)

 84

the Noto Peninsula. Species identifications were confirmed through detailed observations of ossicle morphology 

using scanning electron microscopy and by molecular phylogenetic analyses based on partial mitochondrial COI 

sequences. Our results demonstrate that S. japonica and O. dubia are recorded from Ishikawa Prefecture for the 

first time. These findings contribute to a better understanding of holothurian diversity and biogeography in the Sea 

of Japan and provide baseline data for future biodiversity assessments in the Noto Peninsula region.

ははじじめめにに

棘皮動物門ナマコ綱（Holothuroidea）に属するナマコ類は、海洋底生生態系において堆積物の撹乱や有機

物循環に重要な役割を果たす分類群であり、その分類学的整理と分布情報の蓄積は、生物多様性評価およ

び生態学的理解の基盤として不可欠である。能登半島は、日本海に大きく突出した地形を有し、潮流・底質・

波浪条件が場所によって大きく異なることから、多様な底生動物相が形成されている地域である。しかし、棘皮

動物門の中でもナマコ類の生物相調査は限られており、グミモドキ科 Phyllophoridae の一種、スクレロダクティ

ラ科 Sclerodactylidae のイシコ Eupentacta quinquesemita、クロナマコ科 Holothuriidae のフジナマコ Holothuria

(Thymiosycia) decorata、トラフナマコ H. (Stauropora) pervicax、Actinopyga varians、シカクナマコ科

Stichopodidae のマナマコ Apostichopus armatus、イモナマコ科 Molpadiidae のコモンイモナマコ Molpadia 

roretzii、カウディナ科 Caudinidae のイモナマコモドキ Acaudina molpadioides、イカリナマコ科 Synaptidae のホ

ソイカリナマコ Leptosynapta inhaerens などの報告に留まっている（熊野, 1965; 能登自然史調査研究会, 1998）。

本研究では、能登半島沿岸の浅海砂底域と能登町沖の水深約 100 m 地点から新たに得られたイボカギナマ

コとウチワイカリナマコの標本に基づき、これらの産地記録を報告する。

材材料料とと方方法法

2023年に石川県能登町字新保にある五色ケ浜海

水浴場（37°18'54.1"N 137°15'01.6"E; Fig. 1）の水深

50 cm 以浅の砂地からスコップと 2 mm 篩を用いてナ

マコ類を採集した。また、スキューバ潜水により石川

県鳳珠郡能登町越坂にあるのと海洋ふれあいセン

タ ー 周 辺 の 水 深 4 m の 砂 泥 （ 37°18'16.7"N 

137°14'33.8"E）、そして石川県能登町小木にある金

沢大学能登臨海実験施設前の水深 –10 m の砂泥

か ら ナ マ コ 類 を 採 集 し た （ 37°18'28.5"N 

137°13'53.8"E）。2023 年 8 月 29 日に金沢大学環日

本海域環境研究センター臨海実験施設の調査実習

船「あおさぎ」を用いて石川県鳳珠郡能登町小木沖

（ 37°17'32.0"N 137°15'45.7"E–37°17'29.3"N 

137°15'47.0"E）、水深 103–104 m、速度 1–2 knot で

ドレッジ採集を行なった。ドレッジは、開口部幅 50 

cm、開口部高さ 20 cm、バッグ長さ 100 cm、質量約

15 kg の簡易ドレッジ（5121-B、株式会社離合社、東

京）を用いた。採集個体はいずれも 99%エタノール

で保存し、作成した標本は、のと海洋ふれあいセン

ターに登録・収蔵された。本研究の採集調査は、調

査海域におけるナマコ類の特別採捕許可と特定水

産動植物採捕許可のもと実施した。

各ナマコ類標本より、体の中間付近の体壁組織を

数 mm 四方切り取り、DNeasy Blood & Tissue Kit 

(Qiagen)の標準プロトコルに従って DNA を抽出した。

得られた DNA を鋳型として、ミトコンドリア COI 遺伝

子の部分配列を PCR により増幅し、塩基配列を決

定した。COI 部分配列の増幅には、Ardnt et al.

（ 1996 ） に よ る COIef (5’-

ATAATGATAGGAGGRTTTGG-3’)および COIer 

(5’-GCTCGTGTRTCTACRTCCAT-3’)の両プライマ

ーを用いた。
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Figure 1. 採集地点：五色ケ浜海水浴場（石川県能登町字新保；a）, のと海洋ふれあいセンター（石川県鳳珠

郡能登町越坂；b）, 金沢大学能登臨海実験施設（石川県能登町小木；c）、石川県鳳珠郡能登町小

木沖（d）。

得られた COI 配列と先行研究（YAMANA et al., 

2022）から取得したイボカギナマコや近縁種の COI

配列を用いて分子系統樹を作製した。系統樹の作

製には MEGA11 を用い、bootstrap 500 回の最尤法

にて実施した（TAMURA et al., 2021）。系統樹に用い

た COI 配列の accession 番号は Fig. 3 に示した。

Figure 3. COI 配列を用いた最尤法に基づく分子系

統樹。

採集したナマコ類の骨片形態を観察するために、

各標本より体壁組織約 1 mm 四方を切り出し、純水

で５倍に希釈したキッチンブリーチで処理して軟組

織を消化した。得られた骨片は、純水で１回洗浄し

た後に 99.5%エタノールで３回洗浄して脱水し、シャ

ーレ上に移してエタノールを蒸発させることで乾燥さ

せた。乾燥した骨片を両面テープで試料台に貼り付

け、日立社製 E-1010 イオンスパッタを用いて金粒子

コーティングを行った後に、JEOL 社製 JSM-5510LV

走査型電子顕微鏡（SEM）を用いて観察した。

結結果果とと考考察察

無無足足目目 Apodida

ククルルママナナママココ科科 Chiridotidae ÖSTERGREN, 1898

イイボボカカギギナナママココ属属 Scoliodota CLARK, 1908

イイボボカカギギナナママココ（（ササドドナナデデシシココナナママココ））Scoliodota 

japonica (MARENZELLER, 1882)（（Fig. 2A–B））

NMCI-EC.175、DDBJ accession No.：LC908946–

LC908948、雌雄不明 3 個体、石川県能登町字新保

（五色ケ浜海水浴場：37°18'54.1"N 137°15'01.6"E）、

2023 年 6 月 26, 28 日、豊田賢治・角田啓斗採集。

NMCI-EC.176、DDBJ accession No.: LC908949、雌

雄不明 1 個体、石川県鳳珠郡能登町越坂（海洋ふ

れあいセンター：37°18'16.7"N 137°14'33.8"E）、2023

年 9 月 7 日、小木曽正造採集。
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Figure 2. イボカギナマコの生時写真と触手付近の拡大図（枠内）（A）、イボカギナマコの鉤状骨片の SEM 画

像（B）、ウチワイカリナマコの生時写真（C）、ウチワイカリナマコの錨状体（左下）と錨板（右上）の

SEM 画像（D）。

検討標本では、生時の体色は白色半透明から淡

紅色で、多数の淡赤色の微小な疣状斑点を有し、

触手は白色である（Fig. 2A）。触手は 10 本で太く、

各触手に約 10–20 本の指状突起を有する（Fig. 2A）。

体壁中に鉤状骨片（sigmoid-hook ossicle）が認めら

れたが（Fig. 2B）、車輪状骨片（wheel ossicle）は認

められなかったことから、全ての検討標本は成体で

あると推察された。COI 配列による分子系統解析の

結果、4 つの検討標本は全てイボカギナマコ（Sado 

form）と同じクレードを形成した（Fig. 3）。これら一連

の形態的・分子系統学的特徴は、YAMANA（2022）

によるイボカギナマコ S. japonica の記載と一致する

ことから本種に同定された。

本種は国内からのみ報告されており、その分布は、

太 平 洋 側 で は 神 奈 川 県 藤 沢 市 の 江 ノ 島

（MARENZELLER, 1882）、神奈川県三浦市三崎（大

島, 1913; OHSHIMA, 1914; 大島, 1919; 内海, 1965）、

和歌山県白浜（内海, 1965）、瀬戸内海では岡山県

瀬戸市の長島（今岡, 2010）、有明海では熊本県天

草市（村上, 1905; 大島, 1919；内海, 1965）、そして

日本海側では鳥取県岩美町と新潟県佐渡市（佐渡

島）となっている（YAMANA et al., 2022）。以上の分布

状況を踏まえると、本報告は石川県におけるイボカ

ギナマコの初記録になる。

イボカギナマコは、日本沿岸の浅海砂底域に生

息するクルマナマコ科 Chiridotidae に属するナマコ

であり、体表に多数存在する鉤状骨片を基部に配し

た鉤疣（hook papillae）を主要な形態学的特徴とする。

近年、本種の日本海沿岸（鳥取県岩美および佐渡

島）から得られた新標本に基づいた詳細な外部・内

部形態および分子系統解析が実施され、本種の分

類学的位置づけが再検討された（YAMANA et al., 
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近年、本種の日本海沿岸（鳥取県岩美および佐渡

島）から得られた新標本に基づいた詳細な外部・内

部形態および分子系統解析が実施され、本種の分

類学的位置づけが再検討された（YAMANA et al., 
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2022）。その結果、従来 Taeniogyrus japonicus とされ

てきた本種は Scoliodota 属に再配置されるとともに、

佐渡島から記載されたサドナデシコナマコ

Scoliorhapis dianthus Solis-Marin et al., 2014 は、S.

japonica の形態異常個体または損傷個体に基づく

シノニムであることが示された。なお、本種の和名と

して、佐渡島個体群（Sado form）にはサドナデシコ

ナマコが、鳥取県岩美およびその他の地域個体群

（Iwami form）にはイボカギナマコが提唱されており

（YAMANA et al., 2022）、本研究では後者に従いイボ

カギナマコの名称を使用する。

イイカカリリナナママココ科科 Synaptidae BURMEISTER, 1837

ウウチチワワイイカカリリナナママココ属属 Oestergrenia HEDING, 1931

ウウチチワワイイカカリリナナママココ Oestergrenia dubia (SEMPER,

1867)（（Fig. 2C–D））

NMCI-EC.177、雌雄不明 1 個体、石川県能登町

小木（金沢大学能登臨海実験施設：37°18'28.5"N 

137°13'53.8"E）、2023 年 7 月 10 日、豊田賢治・小

木曽正造採集。NMCI-EC.178、雌雄不明 1 個体、

石 川 県 鳳 珠 郡 能 登 町 小 木 沖 （ 37°17'32.0"N 

137°15'45.7"E–37°17'29.3"N 137°15'47.0"E）の水深

103–104 m、2023 年 8 月 29 日、角田啓斗採集。

検討標本は、生時の体色は白色半透明で、触手

は白色で、触手は 12 本である（Fig. 2D）。体壁中に

は錨状体と錨板の 2 種類の骨片が認められた（Fig. 

2E）。錨板骨片は独語の原記載中でも特徴的な錨

板（eigenthumlichen Ankerplatten）と表現されている

通り、骨片に"柄"構造を有している。ヨーロッパ沿岸

の大西洋に産する Oestergrenia digitata とは骨片形

態のみでは区別できないが、本標本とは産地が大き

く異なることと、一連の形態的特徴が SEMPER（1867–

1868）によるウチワイカリナマコ O. dubia の記載と一

致することから本種に同定された。

本種は青森県むつ市大湊湾から熊本県上天草

市松島にかけて分布する（安達, 2012）。太平洋側で

は、和歌山県（鈴木ら, 2023）、静岡県（JAMBIO 沿

岸生物データベース, 2025）、熊本県、広島県、岡山

県、宮城県、青森県（日本のレッドデータ, 2025）、神

奈川県（池田・倉持, 2004）、徳島県（安達, 2012）、

大阪府、岩手県（サイエンスミュージアムネット, 2025）

から、日本海側は長崎県（対馬：OHSHIMA 2014）、島

根県（西ノ島町：大野ら, 1976）、京都府（サイエンスミ

ュージアムネット, 2025）、新潟県（佐渡島：佐渡市レ

ッドリスト, 2022）から報告されている。以上の分布状

況を踏まえると、本報告は石川県におけるウチワイカ

リナマコの初記録になる。

おおわわりりにに

本研究では、能登半島沿岸から新たに得られたイ

ボカギナマコおよびウチワイカリナマコの標本に基づ

き、形態学的観察と分子系統解析を併用して両種

の同定を行い、石川県における初記録として報告し

た。能登半島は多様な海岸環境を有する一方で、

ナマコ類を含む底生無脊椎動物の分布情報は十分

に蓄積されてきたとは言い難い。本研究の成果は、

日本海側におけるナマコ類相の理解を補完する基

礎資料として位置づけられる。近年、沿岸環境は自

然攪乱や人為的影響を強く受けており、底生生物の

分布把握は生物多様性の評価や保全を考える上で

ますます重要となっている。今後は、より広範な海域

と水深帯を対象とした継続的な調査を行うとともに、

分子データの蓄積を通じて、能登半島沿岸における

ナマコ類の多様性とその成立過程を総合的に解明

していく必要があるだろう。
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